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『三
代
集
之
間
事
』
考

↑
）

四

『
三
代
集
之
間
事
」
（以
下
、
誤
解
の
恐
れ
の
な
い
限
り
「本
書
」
と
称
す
）

の
内
容
読
解
に
つ
い
て
は
、
夙
に
、
川
平
ひ
と
し
氏

「
ヨ
一代
集
之
間

事
」
読
解
」
（跡
見
学
園
女
子
大
学
国
文
学
科
報
Ｈ
昭
５８
・
３
）
が
あ
り
、

本
書
を

「定
家
の
問
題
と
し
て
」
把
握
し
よ
う
と
す
る
視
点
か
ら
の
本

文
に
即
し
た
具
体
的
な
読
解
が
試
み
ら
れ
、本
書
の
記
載
内
容
の
基
本

的
枠
組
み
が
照
ら
し
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
湖

っ
て
野
口
元
大
氏

「定
家
自
筆
本

「
三
代
集
之
間
事
」
に
つ
い
て
」
（国
語
国
文
学
研
究
５

昭
“
・
１２
）、
同
氏

「
三
代
集
之
間
事

（翻
刻

・
解
説
こ

（ヨ
一代
集
の
研

究
」
明
治
書
院
昭
５６
・
５
）
に
も
、
書
誌
的
問
題
の
追
求
と
共
に
成
立

を
め
ぐ
る
諸
事
情
に
つ
い
て
の
見
解
が
示
さ
れ
、性
格
付
け
が
試
み
ら

れ
て
い
る
。

上
記
論
考
に
よ
り
、本
書
の
基
本
的
理
解
は
な
さ
れ
て
き
た
の
で
あ

る
が
、
近
時
、
浅
田
徹
氏

「定
家
本
と
は
な
に
か
」
（国
文
学
４
１
Ю
平

７
・
８
）、
同
氏

「顕
註
密
勘
の
識
語
を
め
ぐ
っ
て
」
（和
歌
文
学
研
究
７２

海
野
　
圭
介

平
８
・
６
）、
上
野
順
子
氏

「御
子
左
家
歌
学
の
形
成
―

『顕
註
密
勘
』
政

―
」
η
和
歌
文
学
論
集
Ю
和
歌
の
伝
統
と
享
受
』
風
間
書
房
平
８
・
３
）
の
諸

論
に
よ
り
、
定
家
の
手
に
な
る

「古
今
集
』
等
の
証
本
の
校
訂
作
業
と

歌
学
書

（注
釈
書
）
の
著
述
と
の
相
関
に
つ
い
て
の
再
検
討
が
な
さ
れ

て
お
り
、
本
書
に
つ
い
て
も
提
示
さ
れ
た
成
果
を
踏
ま
え
た
補
完
。再

考
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
先
行
諸
論

に
導
か
れ
つ
つ
、
本
書
成
立
の
背
景

（執
筆
の
契
機
Ｙ

内
容

。
執
筆
目

的
・対
象
と
い
っ
た
本
書
の
基
本
的
性
格
に
関
わ
る
事
柄
に
つ
い
て
改

め
て
整
理
検
討
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

五

『三
代
集
之
間
事
」
の
巻
尾
に
は
次
の
奥
書
が
記
さ
れ
る
。

貞
應
元
年

（υ

九
月
七
日
　
非
器
重
代
専
人
　
藤
定
家

僅
か
に
年
記

・
署
名
の
み
が
付
さ
れ
、
執
筆
の
契
機
や
目
的

・
対
象

と
い
っ
た
本
書
成
立
に
関
わ
る
諸
事
情
に
つ
い
て
は

一
切
記
さ
れ
な
い

も
の
の
、
執
筆
時
期
に
あ
た
る
貞
応
元
年
の
前
年

・承
久
三
年

（囲
）
三
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月
に
は

「古
今
集
』
の
注
解
書
で
あ
る

「顕
注
密
勘
』
が
著
さ
れ
て
お

り
、
ほ
ぼ
同
時
期
に

『古
今
集
』
「後
撰
集
』
『拾
遺
集
』
の
三
代
集
注

解
書
の
成
稿
を
見
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
」ゝ
れ
は
、
本
書
冒
頭
の
記
載

に
よ
れ
ば
単
に
時
期
的
に
近
接
す
る
の
み
な
ら
ず
、
一
連
の
作
業
と
し

て
自
覚
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

古
今
専
事
大
略
去
年
事
次
勘
注
。
後
撰
集
之
中
自
他
之
説
不
同

事
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
二
代
集
之
間
奇
一
冒
頭
）

「古
今
寄
事
…
…
勘
注
」
と
は
、
「顕
注
密
勘
』
の
著
述
を
指
す
と
考

え
ら
れ
、
「顕
注
密
勘
」
で
の

「古
今
集
」
の
加
注
に
続
い
て
本
書
で

租
鼈

貯
薩

詐

馨

一景

言

す

本
書
と

『顕
注
密
勘
」
と
の
連
続
性
は
、
単
に
時
期
的

・
意
識
的
な

面
だ
け
で
は
な
く
、本
書
と
そ
の
成
立
に
関
わ
る
諸
問
題
を
考
え
る
上

で
、
常
に
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
で
あ
る
。
承
久
三
年

評

燿

鰊

調

』

輔

鶴

鍔

稀

靭

舞

数
度‐ま
れ

出

五
年

（‐２‐７
・

一月
本
ま
で
と
貞
応
元
年

（‐２２２
）
六
月
本
か
ら
と
で
は
違
っ

て
お
り
、
」ゝ
の
間
に
家
本
で
あ
る
俊
成
本
に
つ
き
、
そ
の
権
威
の
根
源

を
な
す
伝
貫
之
自
筆
本
翁
新
院
御
本
し
の
信
憑
性
を
疑
う
よ
う
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
０
ま
た
、
そ
の
原
因
は
六
条
家
の
古
今
集
証
本
と

の
接
触
で
は
な
か
っ
た
か
。
と
の
指
摘
が
あ
り
、
更
に
、
同
氏

「顕
註

密
勘
の
識
語
を
め
ぐ

っ
て
」
に
は
、
０

『顕
注
密
勘
』
の
も
と
と
な
っ

た
「顕
注
」
を
定
家
の
も
と
へ
も
た
ら
し
た
の
は
顕
昭
に
縁
の
あ
る
六

条
家
歌
人

（藤
原
知
家
が
想
定
さ
れ
る
）
で
は
な
か
っ
た
か
。
０
定
家
は

顕
注
と
清
輔
本

『古
今
集
」
と
を
近
接
し
た
時
期
に
披
見
し
た
も
の
と

思
わ
れ
、
両
書
と
共
に
清
輔
本

「後
撰
集
」
「拾
遺
集
」
「後
拾
遺
集
』

を
も
披
見
し
た
の
で
は
な
い
か
。
と
の
推
測
も
示
さ
れ
て
い
る
。

承
久
三
年

（囲
）
頃
に
六
条
家
証
本
が
定
家
の
も
と
へ
と
も
た
ら
さ

れ
、
そ
れ
と
並
行
し
て

「顕
注
密
勘
』
が
著
さ
れ
た
と
す
る
氏
の
指
摘

は
、
同
時
期
の
定
家
の
著
述
を
考
え
る
上
で
極
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。

氏
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に

（上
野
順
子
氏
前
掲
論
文
に
も
同
様
の
指
摘
が

あ
る
）
ョ
一代
集
之
間
事
」
に
も
ま
た
、
「顕
注
密
勘
」
と
同
じ
く
六
条

家
証
本

（以
下

「清
輔
本
」
の
呼
称
で
統

一
し
記
す
）
『後
撰
集
」
と
の
接

触
を
契
機
に
著
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
兆
し
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

定家本
『後撰集』のうち、ヨ一代集之間事』成立の前年に

獲
れは耐髪

籠

奮
瑳

凩

摯

齢
蹴腱激膨纂
薔
錬
鐸
盪効腱
一出れ彙
コ

‐こ代糞
鮮
製
囃増鈎鼻鰈
薪
齢
劃
鶏
鞣
嘔
曜
部

魏
鈴
ダ
羹
鋪
襲
礼
瓢
坑
畔釧
鋼
裁

摯
躊
鍾
瓢
詳
発
魏
短
精
「易
様請
墨
燿

は付されないが、降る貞応二年
（囲）書写本、天福二年
（四） -12-



［表
１
］
『

恋
五
叩

″
　
　
ゎ

秋
上

劉

夏
　
知

雑

11111::1

夏
　
鷺

葱

〓

６３

秋
下

佃

雑
二

Ｗ
馨翌

1

［欠
〕

こ
ゑ
の
あ

や

ソ
ヨ
ミ
ト
モ
ナ
ク

（片
）

そ

調
除

と

も

な

く

〈承
）

月
の
か
さ（片

・
承
）

［欠
］

［詞
書
の
該
当

部
を
欠
く
］

お
ほ
つ
少
将（承

）

右
近
少
将
季
縄
女

或
本

（承
）

宮
少
将

（承
）

清
輔
本

清
輔
本
系
統

二
代
集
之
間
事
』
加
注
箇
所
の
清
輔
本
系
統

は
す
な
は
の

そ

よ

み
と

も

な

つ
き
の
か
さ

つ
き
の
し
も

君
か
こ
ろ
も
を

ぬ
き
じ
と
き

『奥
義
抄
』

含

『奥
義
抄
じ

は
ち
す
は
の

こ
ゑ
の
あ
や

そ

こ

ゐ
と
も

な

月

の
し
も

君
か
こ
ろ
も
を

ぬ
き
か

へ
て

み
な
月
は
ら

ヘ

し
に
…
…

お
ほ
つ
ふ
ね

右
近
少
将
季
縄
女

藤
原
敦
敏

無
年
号
Ａ
類
本

定
家
本
系
統

は
ち
す
は

の

声
の
綾

そ
こ
ゐ
と
も
な

月
の
霜

君
か
衣
を
ぬ
き

か
へ
て

み
な
月
は
ら
へ

し

に

…

…

お
ほ

つ
ふ
ね

石
近
少
将
季
縄
女

藤
原
あ
つ
と
し

無
年
号
Ｂ
類
本 （含

他
本
は
す
な
は
の

蓮
葉
の

こ
ゑ
の
あ

や

そ

こ

い
と
も

な

月
の
霜

君
か
こ
ろ
も
を

ぬ
き
か
へ
て

六

月

祓

し

に

お
ほ

つ
ふ
ね

清
輔
本
お
ほ
つ
少

将
…
…

石
近
少
将
季
縄
を

藤
原
教
敏

承
久
三
年

囲
本

奥
義
抄
じ

・
定
家
本

「後
撰
集
」

こ
ゑ
の
あ
や

月
の
霜

（庶
明
朝
臣
の

贈
答
）

み
な
月
は
ら
へ

し
に
…
…

右近父二悧囲

圏
翻
園

上
園
圏

「三
代
集
之
間
事
』

（貞
応
元
年
開
）

は
ち
す
は
の

こ
ゑ
の
あ
や

そ
よ
み
と
も

な

月
の
霜

き
み
か
こ
ろ
も

を
ぬ
き
か

へ
て

み
な
月
は
ら

へ
し
に
…
…

お
お

つ
ふ
ね

…
…
清
輔
本
お

ほ
つ
少
将

右
近
少
将
季
縄
女

藤
原
教
敏

貞
応
二
年

囲
本

定
家
本
系
統

（天
福
以
前
書
写
本
）
の
本
文
異
同

佃
説
は
す
な
は
の

ほ
ち
す
は
の

町
付
家
説

こ
ゑ
の
あ
や

そ
よ
み
清
本
奥
義

釈
之
本
用
之

そ

こ

ゐ
と

も

な

家
本
用
そ
こ
ゐ

月
の
霜

を き
ぬ み

ふ省
を:

本
題
し
ら
す

み
な
月
は
ら

へ

し
に
…
…

お
ほ
つ
ふ
ね

在
原
棟
梁
女

石
近

季
縄
女

清
本
宮
少
将
卜
書
ス

知
其
由

此
本
宮
少
将

藤
原
敦
忠

大
福

一年

囲
本

-13-



雑
四

凶

雑
二

‐１５６

雑

一一
囲

雑
二

鰯

″

　

９‐６

さ
く
さ
め

の
シ

し

（承
）

別
需
あ
と

か
カ

リ

（承
）

［欠
］

か
へ
り
く
る
（承

きみ
てこ
⌒し

ら
ふ

別
情
斎
宮
女
御
集

…
…
然
者
マ
ク
カ

タ
フ
用
欺

マ
テ
歎

（承
）

あ
ま
の
ま

ク
か
た

さ
く
さ
め

の
丁

年 み
こ
し
を
か
き

て あ
ま
の
ま
く
か

た

さ

く

さ

め

の
と

しあ
と
う
か
た
り

つヽ
つ
ろ
は
ぬ

か
へ
り
く
る

お

ほ

ん

こ

し

を
か
に
て

あ
ま

の
ま

て
か

た

さ
く
さ
め
の
年

あ
と
う
か
た
り

つヽ
つ
ろ
は
ぬ

か
へ
り
く
る

み
こ
し
を
か
に

て あ
ま

の
ま
て
か

た

さ
く

さ

め

の
と

しあ
と
う
か
た
り

移
ろ
は
ぬ

帰
り
く
る

み
こ
し
岡
に
て

庭
訓
蛤
也

あ
ま

の
ま

て
か

た他
家
之
説
ま
く
方

さ

く

さ

め

の

と

し つ
つ
ろ
は
ぬ

か
へ
る
さ
の

さ
く

さ
め

の
と

しあ
と
う
か
た
り

つ
つ
ろ
は
ぬ

帰
り
く
る

み

こ
し
を

か

に

て あ
ま

の
ま
く
か

た

庭
訓
左
金
吾
説
鳥

家

一
同
姑
妻
母
生

一ム
々

さ
く

さ

め

の
シ

しあ
と
う
か
た
り

つヽ
つ
ろ
は
ぬ

帰
く
る
…

お
ほ
ん

み

こ

し
を

か

に

て 本
ま
て
蛤
也

あ
ま

の
ま

て
か

た

自
他
説
不
同
只

可
随
各
所
好

他
家

説
ま
く
か
た

※
清
輔
本
系
統
伝
本
は
、
（承
）
＝
承
安
三
年
本

（鳥
取
県
立
図
書
館
蔵
二
十

一
代
集
本

（
９‐‐‐２
・
３‐７
）
に
よ
る
）

（片
）
＝
加
納
諸
平
旧
蔵
片
仮
名
本
を
用
い
た
。

「奥
義
抄
』
＝
慶
安
版
本
、
定
家
無
年
号
Ａ
類
本
＝
高
松
宮
家
旧
蔵
二
十

一
代
集
飛
鳥
井
雅
雄
識
語
本
、
同
Ｂ
類
本
＝
高
松
宮
家
旧
蔵
伝
二
条
為
世
・為
冬
・為
重

寄
合
書
本
、
承
久
三
年
本
＝
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
二
十

一
代
集
本

（
佃
・
１２
）、
貞
応
二
年
書
写
本
＝
太
山
寺
蔵
伝
橋
本
公
夏
筆
本
、
天
福
二
年
書
写
本
＝
国
立
歴

史
民
俗
学
博
物
館
蔵
高
松
宮
旧
蔵
本

（朱
書
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
示
し
た
）
に
よ
っ
た
。
ま
た
、
他
本
と
共
に
、
小
松
茂
美
氏

『後
撰
和
専
集
校
本
と
研
究
』
（誠

信
書
房

昭
％

・
２
）
、
杉
谷
寿
郎
氏

「後
撰
和
歌
集
諸
本
の
研
究
』
（笠
間
書
院

昭
“

。
３
）
、
岸
上
慎
二
氏

・
杉
谷
寿
郎
氏
校
注

「後
撰
和
歌
集
』
（笠
間
書

院

昭
６３

・
５
）
所
収
の
校
異
を
参
照
し
た
。



書
写
本
に
は
踏
襲
さ
れ
て
お
り
、長
期
に
亘
り
強
く
関
心
が
払
わ
れ
て

い
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、無
年
号
Ｂ
類
本
に
校
異
が
付
さ
れ

な
い
の
は
、同
本
書
写
時
点
で
は
未
だ
清
輔
本
を
披
見
し
て
い
な
か
っ

た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
定
家
は
、
承
久
三
年
頃

（或
い
は
、
同
年
を
さ
ほ

ど
湖
ら
な
い
時
期
）
に
清
輔
本

「後
撰
集
」
を
披
見
す
る
機
会
が
あ
り
、

承
久
三
年
書
写
本
に
お
い
て
披
見
し
た
清
輔
本
と
の
異
同
を
書
き
入
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「三
代
集
之
間
事
』
が
著
さ
れ
た
の
は
、
承
久
三
年
（囲
）
書
写
本
『後

撰
集
』
書
写
の
後

一
年
を
経
な
い
程
の
頃
で
あ
る
。
コ
一代
集
之
間
事
」

の
冒
頭
、
雑
二
鵬
～
恋
二
６３４
等
の
三
項
は

「作
者
事
」
と
付
記
さ
れ
る

作
者
名
に
関
す
る
注
解
で
あ
り
、作
者
名
の
異
同
が
問
題
と
さ
れ
る
の

で
あ
る
が
、
〓
一項
共
に
家
本
本
文
と
対
比
し
て
清
輔
本
と
目
さ
れ
る
本

文
が
示
さ
れ
て
い
る

（雑
二
Ｍ
に
は
「清
輔
朝
臣
本
」
の
記
載
が
あ
る
）。
続

く
、
夏
２‐５
・
雑

一
‐１１‐
‐１１２
の
二
項
は

「詞
事
」
と
あ
り
詞
書
の
注
解
で
あ

る
が
、後
者
は
清
輔
本
の
本
文
に
基
づ
く
注
解
に
つ
き
批
判
を
記
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る

（後
述
）。
以
下
、
夏
２‐４
以
降
の
九
項
は

「和
歌
事
」

と
あ
り
和
歌
本
文
の
注
解
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
秋
上
２‐６
。
雑
三

‐２２‐
・

雑
二

‐１５６
の
三
項
を
除
く
六
項
に
は
和
歌
本
文
の
異
同
に
関
す
る
記
載
が

あ
り
、
や
は
り
家
本
本
文
に
清
輔
本
本
文
が
対
置
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の

「後
撰
集
』
注
十
四
項
目
中
十
項
目
ま
で
が
清
輔
本
と
の

本
文
の
異
同
に
触
れ
る
注
記
で
あ
り
、
先
記
し
た
承
久
三
年

（囲
）
書

写
本
の
校
異
を
も
考
慮
す
れ
ば
、
ヨ
一代
集
之
間
事
』
著
述
の
直
接
の

契
機
は

「顕
注
密
勘
」
と
同
じ
く
清
輔
本
と
の
接
触
に
あ
り
、
自
家
の

証
本
と
は
異
な
る
本
文
を
持
つ
証
本
に
触
発
さ
れ
、
「自
他
」
の

「説
」

の
「不
同
」
を
注
解
す
る
意
図
で
著
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ

スマ
つ
。

加
え
て
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
の
な
ら
ば
、
本
書
冒
頭
の

「古
今
寄

事
…
…
後
撰
之
中
自
他
之
説
不
同
事
」
の

一
文
は
、
「古
今
集
』
加
注

の
後
、
引
き
続
き

『後
撰
集
」
に
つ
い
て
も
注
す
、
と
い
う
程
度
の
意

と
す
べ
き
で
は
な
く
、
「古
今
集
」
に
つ
い
て
は
六
条
家
証
本
で
あ
る

清
輔
本
と
の
比
較
を
行
い
勘
注
を
付
し
た
、
次
い
で

「後
撰
集
』
に
つ

い
て
も
清
輔
本
と
の

「不
同
」
に
つ
き
検
証
を
行
う
、
と
い
う
よ
う
な

躊

れ
文 っ
証

躍

動
場

調

百

鶴

憂

襲

製

炉

競

と
他
家
の
本
文
、
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
に
よ
る
説
々
の

「不
同
」
を

明
記
し
注
解
す
る
こ
と
に
本
書
の
目
的
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
長
大
な

『顕
注
密
勘
」
と
、
甚
だ
簡
略
な

「三
代
集
之
間
事
』
が

一
連
の
著
述
と
し
て
自
覚
さ
れ
て
い
た
と
い
う
、
一
見
バ
ラ
ン
ス
を
欠

く
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
取
り
合
わ
せ
も
、
共
に

「自
他
之
説
」
の
検
証

に
主
眼
が
置
か
れ
た

一
連
の
注
解
作
業
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

エハ

「
三
代
集
之
間
事
」
に
付
記
さ
れ
た
注
解
は
断
片
的
で
あ
り
、
「家

説
」
「師
説
」
「底
訓
」
等
々
と
付
記
さ
れ
、
箇
条
書
き
風
に
書
き
連
ね

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
説
々
の
う
ち
、
「釈
云
…
…
」
７
…
・釈
之
」
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と
付
記
さ
れ
た
注
記
に
つ
い
て
は
、
川
平
氏
に
、
「
奥
義
抄
』
の
名
を

何
ら
示
す
こ
と
な
く
、
「釈
〓
〓
々
が
直
ち
に
同
抄
の
記
載
を
指
」
し
、

「特
に

『奥
義
抄
』
の
所
説
を
主
た
る
対
象
に
し
て
、
こ
れ
に
自
家
の

説
を
対
置
し
つ
つ
検
証
す
る
こ
と
が
自
明
の
前
提
と
な
っ
て
い
た
」
と

の
指
摘
が
あ
る
。
こ
れ
は
例
え
ば
、

こ
よ
ひ
か
く
な
か
む
る
袖
の
か
は
か
ぬ
は
月
の
霜
を
や
秋
と
み
つ

ら

む

家
説
。
柳
も
深
心
な
し
。

只
月
を
霜
と
見
て
。
霜
の
を
き
た
る
は
秋
に
や
と
思
よ

し
也
。
　
　
（ョ
一代
集
之
問
事
』
後
撰
・巻
四
・夏
２‐４
番
歌
注
）

と
あ
る

「釈
云
…
…
」
が
、
次
に
示
す

「奥
義
抄
』
の
記
載
を
抜
粋
引

用
す
る
よ
う
な
例
を
指
す
。

こ
よ
ひ
か
く
な
か
む
る
そ
て
の
つ
ゆ
け
き
は
月
の
か
さ
を
や
あ

き
と
み
つ
ら
ん

月
は
、
か
さ
き

つ
れ
は
、
く
ら
く
な
れ
は
、
月
の
か
さ
を
に

く
し
と
見
る
心
を
あ
き
と
み
る
と
は
よ
め
る
也
。
さ
れ
は
、

秋
と
見
れ
は
袖
は
つ
ゆ
け
き
に
や
と
よ
め
り
。

裏
書
追
勘
　
此
義
な
を
心
ゆ
か
す
思
。
処
々
数
本
を
引

見
る
に
、
月
の
し
も
を
や
秋
と
見

つ
ら
ん
と
有
。
此
心

は
、
夏
の

ゝ
ち
は
秋
な
れ
は
、
こ
の
月
の
し
も
は
秋
に

て
あ
る
へ
け
れ
と
も
、
こ
の
月
、
そ
ら
の
月
に
そ
へ
て
、

月
の
し
も
と
は
こ
の
い
た
る
所
を

い
へ
る
に
こ
そ
て
さ

て
、
こ

ヽ
ろ
を
あ
き
と
見
れ
は
つ
ゆ
け
き
に
や
と
よ
め

る
に
こ
そ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
奥
義
抄
』
・
巻
中
）

本
書
と
『奥
義
抄
」
と
の
関
係
は
密
接
で
あ
り
、
「釈
云
…
…
」
７
…
・

釈
之
」
と
記
す
以
外
に
も
、

庶
明
卿
任
中
納
言
之
時
。
大
臣
被
送
抱
事
。

初
着
五
位
抱
人
。
用
五
位
蔵
人
抱
。
叙
四
位
人
。
用
貫
首

抱
。
叙
三
位
人
。
用
大
臣
抱
是
毎
人
事
也
。
件
卿
参
議
之
間

四
位
也
。
任
納
言
之
日
。
叙
三
位
。
傷
用
右
大
臣
抱
也
。
こ

き
紫
三
位
抱
名
也
。
不
日
可
着
此
抱
由
。
寄
は
今
日
慶
之
饗

應
之
詞
也
。
【
可
利
園
劉
ｄ
期
。

（
三
代
集
之
間
事
』
後
撰

・
巻
十
五
・
雑

一
‐１１‐
・‐１１２
番
歌
注
）

と
あ
る
末
尾
の

「
不
可
有
除
名
之
疑
」
の

一
文
は
、
「奥
義
抄
』
に
、

お
も
ひ
き
や
君
か
こ
ろ
も
を
劇
割
ｕ
ｄ
剖
わ
か
む
ら
さ
き
の
い

ろ
を
き
ん
と
は

返
し

い
に
し

へ
も
ち
き
り
て
け
り
な
う
ち
は
ふ
き
と
ひ
た
ち
ぬ
へ
し

あ
ま
の
は
こ
ろ
も

こ
れ
は
、
庶
明
朝
臣
、
中
納
言
に
な
れ
る
と
き
、
つヽ
へ
の
き

ぬ
や
る
と
て
九
條
殿
の
よ
み
た
ま

へ
る
可
な
り
。
「Ч
Ч
週
国

馴
硼
測
ｄ
ｄ
劇
悧
悧
Ⅵ
烈
鋼
瀾
雪
可
劉
倒
引
到
呵
劃
Л
官
位

を
と
く
に
は
、
位
に
し
た
が
ひ
て
き
た
る
こ
ろ
も
を
も
ぬ

か
す
る
こ
と
な
れ
は
、
除
名
の
と
き
に
は
、
む
ら
さ
き

ヽ

る
へ
し
と
も
お
も
は
さ
り
し
に
と
よ
み
た
ま

へ
る
に
や
。
‥
・
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（以
下
略
）
…
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（『奥
義
抄
∵
巻
中
）

と
あ
る
傍
線
部
の
注
記
を
受
け
、
そ
れ
に
対
す
る
批
判
的
な
見
解
の
な

を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
「奥
義
抄
』
で
は

「君
か
こ
ろ
も
を
劇
剖
ｕ

ｄ
劇
」
の
本
文
が
採
ら
れ
る
た
め
、
「除
名
」
と
い
う
解
釈
を
も
示
す

こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
ヨ
一代
集
之
間
事
』
に
は
そ
う
い
つ
た
具

体
的
な
綱
「
も
な
く
、
「奥
義
抄
』
の
注
説
を
知
ら
な
け
れ
ば
意
味
を

な
さ
な
い
。

こ
れ
ら
の
例
の
よ
う
に

『奥
義
抄
』
の
注
説
を
引
用
し
、
或
い
は
そ

れ
を
受
け
て
付
さ
れ
た
注
記
は
、
ヨ
一代
集
之
間
事
』
の
「後
撰
集
』
注

十
四
項
中
に
八
例
、
「拾
遺
集
』
注
六
項
中
に

一
例

貧
拾
遺
集
』
注
部
分

は
、
「拾
遺
集
』
が
花
山
院
農
撰
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
を
示
す
た
め
に
五
項
が
費

や
さ
れ
て
お
り
歌
の
注
解
を
施
す
項
目
は
一
項
の
み
で
あ
る
の
で
、
実
質
的
に

は
一
項
中
一
例
）
見
出
さ
れ
、　
一
見
、
「奥
義
抄
」
の
注
記
を

一
定
の
枠

組
と
し
て
、
そ
れ
に

「師
説
」
「底
訓
」
等
の
自
家
に
関
わ
る
説
を
対

置
し
、
論
難
す
る
形
で
著
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
が
、

「後
撰
集
』
“
番
歌
等
の
作
者
名

「お
ほ
つ
ふ
ね
」
を
、
清
輔
朝
臣
本

は

「大
津
少
将
」
と
記
す
、
と
す
る
次
の
例
等
は

「奥
義
抄
」
に
は
記

載
が
な
く
、
全
て
の
注
記
が

「奥
義
抄
」
と
の
対
置
の
上
に
記
さ
れ
て

い
る
訳
で
は
な
い
。

お
ほ
つ
ふ
ね
。
清
輔
朝
臣
本
。
大
津
少
将
。

家
説
。
お
ほ
つ
ふ
ね
。
…
…

（以
下
略
）
・・・…

０
三
代
集
之
間
事
』
作
者
事

「お
ほ
つ
ふ
ね
」
注
）

「
三
代
集
之
間
事
』
著
述
に
際
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

『奥
義
抄
』

と
共
に
清
輔
本
が
直
接
参
照
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

先
述
の
よ
う
に
、
本
書
に
加
注
さ
れ
る
十
五
項
の
歌
注

η
後
撰
集
』

注
十
四
項
目
、
「拾
遺
集
』
注
一
項
目
）
の
う
ち
十

一
項

η
後
撰
集
』
注
十

項
目
、
「拾
遺
集
』
注
一
項
目
）
ま
で
が
、
何
ら
か
の
形
で
清
輔
本
と
の
本

文
の
異
同
、或
い
は
異
同
に
起
因
す
る
注
説
の
相
違
を
記
す
も
の
で
あ

り
、本
書
は
清
輔
本
と
の
接
触
を
契
機
と
し
て
著
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
清
輔
本
系
統
の

「後
撰
集
」
に
は

「別
紙
考
」
「別
昏
」
等
な
ど

鍵

は
証

舞

轍

始
覇

証

騨

よ ‐こ
暉

羹

の

「後
撰
集
』
注
部
分

（『拾
遺
集
』
は
未
詳
）
で

「奥
義
抄
」
が
参
照

さ
れ
る
箇
所
に
は
、
清
輔
本
の
該
当
部
分
が
伝
存
せ
ず
不
詳
の
‐１１‐
・
Ⅲ

番
歌
注
を
除
く
全
て
に
「別
昏
」
等
と
付
記
さ
れ
て
お
り
、
清
輔
本
「後

撰
集
』
を
熟
読
す
る
過
程
に
お
い
て

「奥
義
抄
」
を
参
照
す
る
こ
と
は

比
較
的
容
易
い
の
で
あ
る
。

本
書
の
注
解
に
あ
た
り

『奥
義
抄
」
の
所
説
が
自
説
に
対
置
さ
れ
て

記
さ
れ
る
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
注
解
の
枠

と
し
て
意
識
さ
れ
た
直
接
の
批
判
対
象
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
η
奥
義

抄
」
の
注
説
の
検
証
を
端
緒
に
清
輔
本
が
導
か
れ
検
討
さ
れ
た
の
で
は
な

く
）、
清
輔
本
の
比
較
検
討
を
通
し
て
そ
の
釈
と
し
て
の
『奥
義
抄
』
が

参
照
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
よ
う
な
著
述
の
過
程
が
想
定
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
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「奥
義
抄
」
の
引
用
等

片
仮
名
本

承
安
本

（鳥
取
本
）

承
安
本

（教
育
大
本
）

奥
義
抄

「
三
代
集
之
間
事
」

所
引
歌
々
番
号

× 一 一 欠 ×

× 一 ― × ×

× 一 ― × ×

× 一 一 × ×

○ 一 ― 欠 ○

○ 一 × ○ ○

○ 一 〇 〇 〇

〇 ― × ○ ○

○ ― ○ 欠 ○

○ 一 〇 欠 ○

○ ○ ― 欠 ○

× 一 ― 欠 ×

× 一 ― 欠 ×

○ 一 〇 欠 ○

1145

423

634

215

1111

lH2

214

Zl

262

903

916

1132

1221

1156

1259

［表
２
］
ヨ
一代
集
之
間
事
』
所
引

「後
撰
集
』
歌
と
清
輔
本

「後
撰
集
」
の

「別
紙
」
注
記
■
奥
義
抄
』

※

「○
」
は

「
三
代
集
之
間
事
』
の
桐
で
は

『奥
義
抄
』
の
引
用
等
が
あ
る
こ
と
を
、
「後
撰
和
歌
集
』
の
項
で
は

「
別
紙
」
等
の
注
記
が
あ
る
こ
と

を
、
「奥
義
抄
』
の
欄
で
は
該
当
歌
に
加
注
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
。
「
×
」
は
注
記
の
な
い
こ
と
を
、
コ

」
は
不
明
、
「欠
」
は
本
文
自
体
が
欠
落
し
て

不
明
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
清
輔
本
系
統

「後
撰
集
』
の
片
仮
名
本

（存
巻

一
―
巻
十
）
は
、
「後
撰
和
歌
集
』
（古
典
保
存
会

昭
８

・
６
）
、
承
安

本

（鳥
取
県
立
図
書
館
蔵
本
）
は
、
杉
谷
寿
郎
氏

「後
撰
和
歌
集
諸
本
の
研
究
』
（笠
間
書
院

昭
“

・
３
）
所
収
の
影
印
、
「奥
義
抄
』
は
慶
安
版
本

に
よ
り
、
他
は
、
杉
谷
寿
郎
氏

「後
撰
和
歌
集
諸
本
の
研
究
」
「第

一
章
　
汎
清
輔
本
系
統
」
を
参
照
し
た
。

七

現
存
の

コ
ニ
代
集
之
間
事
」
に
は
、
転
写
の
際
に
意
識
的
に
削
除
し

た
伝
本
以
外
に
は
全
て
の
伝
本
の
行
間
に
朱
筆
の
書
入
が
施
さ
れ
、

貞
応
元
年
（睦
）
の
定
家
奥
書
に
続
い
て
次
の
識
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。

正
嘉
三
年
（困
と
二
月
十
二
日
　
不
慮
停
得
之
。
当
道
之
冥
助
也
。

可
悦
可
憑
而
巳
。
停
持
披
覧
之
人
。
必
可
被
備
彼
菩
提
也
。

同
十
五
日
　
私
加
朱
勘
古
専
。
臨
期
有
失
念
事
故
也
。

現
在
確
認
で
き
る
範
囲
で
は
、
」ゝ
の
識
語
を
記
し
朱
筆
に
よ
る
加
筆

を
行

っ
た
某
が
本
書
の
伝
来
に
関
わ
る
最
も
早
い
時
期
の
人
物
と
な

る
。
正
嘉
三
年

（‐２５９
）
の
年
次
と
野
口
元
大
氏
蔵
本
に

「定
家
卿
自
筆
、

為
氏
ノ
朱
書
ノ
本
也
」
と
あ
る
書
入
注
記
等
か
ら
、
朱
書
加
筆
者
を
藤

原
為
氏

（貞
応
元
年
睦
―
弘
安
九
年
鰤
）
と
し
、
本
書
の
直
接
の
伝
授
対

独
鵜

豫
韮

鰊

妻

漢
て 生
』
耀
悔

与

託

「為
氏
」
を
擬
す
根
拠
が
江
戸
時
代
の
古
筆
家
の
鑑
定
に
由
来
す
る
可

能
性
の
高
い
こ
と
は
前
稿
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

「顕
注
密
勘
』
と
共
に
三
代
集
の
注
解
書
と
す
る
意
図
の
も
と
に
著

さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る

コ
ニ
代
集
之
間
事
」
の
性
格
を
考
慮
し
、
改
め

て
本
書
の
執
筆
対
象
者
を
求
め
る
の
な
ら
ば
、
「顕
注
密
勘
」
と
共
に

-18-



伝
領
す
べ
き
人
物
の
存
在
を
想
定
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

「顕
注
密
勘
』
の
直
接
の
執
筆
対
象
に
つ
い
て
は
、
浅
田
氏
に
よ
り

六
条
家
に
連
な
る
歌
人

（藤
原
知
家
か
と
さ
れ
る
）
が
想
定
さ
れ
て
い
る

（浅
田
氏
は
、
「顕
注
密
勘
』
著
述
の
契
機
を
六
条
家
歌
人
某
の
依
頼
に
よ
る

と
考
え
て
お
ら
れ
る
）
が
、
氏
も
別
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に

『顕
注
密

勘
』
域
文
は
二
つ
の
部
分
に
分
か
れ
、
後
半
は
為
家
あ
た
り
へ
の
相
伝

を
意
識
し
た
既
述
と
な
っ
て
い
る
。
実
際
、
「顕
注
密
勘
』
は
成
立
後

程
を
経
な
い
う
ち
に
為
家
の
も
と
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
「
日
本
歌
学
大
系

別
五
』
所
収
の
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本

（釧
・０

等
の
末
尾
に
は
次
の
奥
書

・
識
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。

承
久
三
年

（囲
）
三
月
廿
八
日
　
雨
中
注
付
之
。
八
座
沈
老
在
判

承
久
三
年

（囲
）
後
十
月
十
二
日
書
写
畢
。　
　
藤
原
在
判

此
草
子
先
年
於
嵯
峨
中
院
雖
披
見
不
能
書
写
。
空
送
年
序
。
不
慮

以
本
上
中
二
帖

ハ
自
染
筆
畢
。
下
帖
珈
有
違
例
事
以
他
筆
終
功

畢
。
土
台
雖
為
他
抄
物
令
勘
付
。
又
当
家
秘
回
伝
也
。
傷
故
可
秘

蔵
物
也
。

弘
安
三
年

（囲
）
八
月
四
日
書
写
畢
。

三
代
撰
者
末
孫
和
歌
末
学
　
慶
融
在
判

承
久
三
年

（‐２２‐
）
間
十
月
に

「顕
注
密
勘
」
を
書
写
し
た

「藤
原
」

某
と
は
、
著
述

（同
年
三
月
）
か
ら
僅
か
に
数
ヶ
月
後
と
い
う
時
期
的

な
早
さ
か
ら
も
為
家
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
、
ま
た
、
弘
安
三

年

（り

の
慶
融
識
語
に

「此
草
子
」
（＝

『顕
注
密
勘
し

を
披
見
し
た

と
記
さ
れ
る
「嵯
峨
中
院
」
は
為
家
の
居
所
が
想
起
さ
れ
る
こ
と
か
ら

も
、
承
久
三
年
後
十
月
の
書
写
者
に
為
家
を
擬
す
の
は
許
さ
れ
よ
う
。

他
に
確
定
に
益
す
る
資
料
の
報
告
の
な
い
現
時
点
で
は
、執
筆
対
象
者

を
想
定
す
る
の
な
ら
ば
為
家
を
考
え
る
の
が
よ
り
相
応
し
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

鍵
製
搾

一鑢
平
一準
にｉ

拳
受

聟

到

例

四

翻

ヨ

耐

調

β

鋼

劉

珊

劉

剣

劃

矧

瓢

硼

劇

ヨ

副

劃

翻

「

劃

ヨ

劉

菫

異

喘

∃

到

司

到

割

瑠

劃

「

司

調

絆

Ｊ

瑠

鋼

別

習

劃

劉

Ｊ

測

瑚

到

劃

国

創

引

ヨ

翻

固

翻

倒

罰

劇

要
約
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。
「古
今
集
」
「後
撰
集
」
に

つ
い
て
は
師
説
を
具
に
受
け
た
と
は
い
え

（傍
線
部
①
）、
近
代
、
和
歌

は
中
興
と
も
称
す
べ
き
隆
盛
の
時
に
あ
た
り
、尊
卑
の
隔
て
な
く
和
歌

の
道
に
長
じ
た
優
れ
た
歌
人
が
排
出
し
そ
の
能
を
誇

っ
た
た
め
、
不
肖

の
末
生
た
る
自
分
な
ど
は

一
言
も
諮
問
に
与
る
こ
と
も
な
か
っ
た
（傍

線
部
②
）。
し
か
し
な
が
ら
、
六
十
の
齢
を
重
ね
、
将
に
終
焉
を
迎
え
よ

う
と
す
る
身
に
な
り
、
見
間
に
及
ん
だ
秘
奥
の
説
を
記
し
置
く

（傍
線

部
③
）。
執
筆
に
至
る
内
的
要
因

（心
理
的
動
機
）
と
も
言
え
る
自
己
の

老
い
の
自
覚
が
綴
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
「僻
案
抄
』
の
奥

諸

ヽ理
鯛
矧
口
「
副
川
劃
引
例
側
祠
コ
創
劇
銅
引
＝
翻
「
年
序
已
久
雖

恐
忽
忘
先
達
古
賢
之
所
注
猶
非
無
其
失
。
況
依
恥
管
見
謬
説
故
不
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載
紙
筆
。
（蟹
剥
劃
硼
釧
釧
酬
国
固
珊
馴
ヨ
馴
コ
国
「
∃
闊
倒
劉
剖

週
孤
辺
剌
関
「
組
ヨ
ヨ
耐
姻
別
淵
囲
型
コ
「
Ｊ
割
国
洲
罰
倒

嘉
禄
二
年

（麟
）
八
月
日
　
　
一月
部
尚
書

（花
押
）

と
あ
る
記
載
と
構
成
上
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
等
し
い
と
言
え
る
。傍
線
部

を
要
約
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
往
年
治
承
の
こ
ろ
に

『古
今

集
』
「後
撰
集
」
の
両
集
は
底
訓
の
回
伝
を
受
け

（傍
線
部
④
）
た
が
、

今
竜
及
の
時
期
が
迫
り
、
愚
老

（＝
私
）
の
没
後
に
残
さ
れ
る

「遺
孤
」

の
蒙
味
を
散
す
る
た
め
に
最
要
を
抽
し
記
し
置
く

（傍
線
部
⑤
）。

『
三
代
集
之
間
事
』
の
記
載
と

『僻
案
抄
』
奥
書
の
相
違
は
、
「僻
案

抄
」
に
は
、
「至
干
愚
老
之
没
後
篇
散
遺
孤
之
蒙
味
」
の

一
文
が
加
わ

り
、
為
家
と
思
わ
れ
る
人
物
を
執
筆
の
対
象
に
規
定
し
、
子
孫
に
伝
え

る
た
め
の
著
述
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
記
す
点
で
あ
ろ
う
。
両
者
の
記

載
の
相
違
や

コ
ニ
代
集
之
間
事
」
と

『僻
案
抄
」
の
注
記
内
容
の
粗
密

を
執
筆
対
象
の
違
い
に
求
め
る
論
も
示
さ
れ
て
い
る
た
が
」
れ
は
時
間

的
な
差
異
に
よ
る
と
考
え
て
お
き
た
い
。
ョ
一代
集
之
間
事
』
著
述
の

契
機
は
清
輔
本
と
の
接
触
に
あ
り
、
そ
の
目
的
は
あ
く
ま
で
も

「自

他
」
の

「説
」
を
明
記
し
注
解
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
「僻
案
抄
」
に

至
る
ま
で
に
は
未
だ
数
年
を
要
し
た
の
で
あ
り
、定
家
の
思
考
は
そ
の

間
も
留
ま
る
こ
と
な
く
揺
れ
動
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
為
”事

実
、
ヨ
一代
集
之
間
事
」
に
注
解
さ
れ
た

「後
撰
集
』
の
本
文
異
同
の

問
題
は
、
「僻
案
抄
』
の
段
階
で
は
行
成
本

『後
撰
集
」
の
披
見
に
よ

り
全
て
解
決
し
て
お
り
、
一
見
粗
密
の
差
を
感
じ
さ
せ
る
コ
ニ
代
集
之

間
事
」
と

『僻
案
抄
』
の
注
記
の
差
異
は
、
こ
の
点
に
由
来
す
る
面
も

あ

ろ

つヽ
。

「三
代
集
之
間
事
』
の
著
述
に
よ
り
、
「顕
注
密
勘
」
と
併
せ
て
三
代

集
注
解
書
が
揃
う
こ
と
と
な
る
が
、
ョ
一代
集
之
間
事
」
執
筆
の
四
年

後

・
嘉
禄
二
年

（麟
）
に
は
、
新
た
な
三
代
集
注
解
書
と
し
て

『僻
案

抄
』
が
著
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

（「僻
案
抄
』
奥
書
に
よ
る
）。
「顕
注
密

勘
』
ョ
一代
集
之
間
事
』
か
ら

「僻
案
抄
』
へ
と
定
家
の
歌
学
が
移
行

し
て
ゆ
く
過
程
、ま
た
そ
の
要
因
や
時
難
響
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地

が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
全
て
今
後
の
課
題
と
し
た

お
わ
り
に

小
稿
で
は
、
ョ
一代
集
之
間
事
」
の
伝
本

・
伝
来

。
本
文
等
の
書
誌

的
事
項
に
つ
き
考
察
を
加
え

（前
稿
）、
更
に
、
成
立
背
景

（執
筆
の
契

機
）
。
内
容

・
執
筆
目
的
・対
象
等
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
試
み
た
。

承
久
期
以
降
の
晩
年
の
定
家
の
動
向
に
つ
い
て
は
、伝
存
す
る
著
述
の

多
さ
に
反
し
て

「明
月
記
』
の
該
当
巻
の
欠
け
る
場
合
が
多
く
、
判
然

と
し
な
い
事
柄
も
少
な
く
は
な
い
。推
測
に
推
測
を
重
ね
た
箇
所
も
あ

り
、
更
な
る
資
料
の
出
現
に
委
ね
ら
れ
る
部
分
も
多
い
。
後
考
を
侯
ち

た
い
。

注（１
）
「
日
本
古
典
文
学
大
辞
典

〓
こ

（岩
波
書
店

昭
５９
・
４
）
の

「三
代
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集
之
間
事
」
の
項
目

（新
井
栄
蔵
氏
執
筆
）
に
、
７
…
。
「僻
案
抄
」
と

同
じ
く
秘
本
的
に
扱
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
」
と
記
さ
れ
る
の
は
前
掲

両
氏
に
指
摘
が
な
く
注
意
さ
れ
る
が
、
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
触
れ

ら
れ
ず
詳
細
は
不
明
で
あ
る

（ま
た
、
解
説
中
に
も
誤
解
が
あ
る
よ
う

で
あ
る
）
。
「和
歌
大
辞
典
」
（明
治
書
院

昭
６‐

．
３
）
の
同
項
目

（片

桐
洋

一
氏
執
筆
）
は
、
成
立
等
に
は
触
れ
ら
れ
な
い
も
の
の
、
内
容
理

解
と
し
て
は
川
平
氏
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（２
）
以
下
、
ヨ
一代
集
之
間
事
」
の
引
用
は
、
「細
川
家
永
青
文
庫
叢
刊
９
歌
論
集
』

（汲
古
書
院

昭
５９

・
１
）
所
収
の
永
青
文
庫
蔵
本
に
よ
り
、
私
に
句
読
点

を
付
す
。

（３
）
前
掲
川
平
氏
論
文
に
指
摘
が
あ
る
。
以
下
、
川
平
氏
論
に
触
れ
る
場
合
は

同
稿
に
よ
る
。

（４
）
以
下
、
浅
田
氏
論
に
触
れ
る
場
合
は
前
掲
両
稿
に
よ
る
。

（５
）
杉
谷
寿
郎
氏

『後
撰
和
歌
集
諸
本
の
研
究
」
（笠
間
書
院

昭
“
・
３
）
を

参
照
し
、
同
書
に
善
本
と
さ
れ
る
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
二
十

一
代
集
本
（
佃
・

‐２
）
及
び
鳥
取
県
立
図
書
館
蔵
二
十

一
代
集
本

（９‐‐‐２
・
３‐７
）
に
よ
り
記
し

た
。
同
系
統
伝
本
間
に
お
い
て
も
本
文
に
ゆ
れ
が
認
め
ら
れ
、
宮
内
庁
書

陵
部
蔵
葉
室
家
旧
蔵
本

（葉

・
切
）
に
は
清
輔
本
と
の
校
異
が
付
さ
れ
な

い
が
、
こ
れ
は
他
本
と
の
校
合
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（６
）
『拾
遺
集
」
注
の
歌
注
の

一
例

「そ
か
菊
」
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
東
野

泰
子
氏

「
奥
義
抄
』
か
ら

『僻
案
抄
』
へ
―

「そ
が
菊
」
注
に
み
る
院
政

期
歌
学
の

一
様
相
―
」
（国
語
国
文
“
１
２
平
９
，
２
）
に
詳
細
で
あ
り
、

「奥
義
抄
』
の
本
文
異
同
の
検
討
か
ら

『僻
案
抄
』
へ
至
る
道
程
が
詳
細

に
辿
ら
れ
て
い
る
。
参
照
を
請
い
た
い
。

（７
）
勿
論
、
定
家
の
受
け
た

「説
」
全
て
が
そ
う
し
た
本
文
異
同
に
関
わ
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

（「顕
注
密
勘
』

５８
番
歌

［密
勘
］
・
１５２
番
歌

［密
勘
］
等
の

「…
…
聞
き
侍
り
し
」
と
あ

る
例
は
俊
成
か
ら
相
伝
の
説
を
書
き
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら

は
何
れ
も
本
文
異
同
に
は
関
わ
ら
ず
解
釈
的
な
注
解
で
あ
る
）
が
、
本
書

に
「不
同
」
と
記
さ
れ
る
「自
他
之
説
」
と
は
、
本
文
異
同
に
関
わ
る
「説
」

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
定
家
以
前
の
、
平
安
後
～
鎌
倉
初

期
頃
の
歌
学
が
本
文
研
究
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
充
分
に
留
意

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
全
て
が
そ
う
し
た
事
例
で
あ

っ
た
訳
で
は
な

く
、
む
し
ろ
語
義
釈
的
な
難
語
の
注
解
や
本
説
を
説
く
注
釈
も
多
か
っ
た

こ
と
は

『奥
義
抄
』
『袖
中
抄
』
『顕
注
密
勘
』
（顕
注
）
等
々
を
思
い
浮

か
べ
れ
ば
理
解
さ
れ
よ
う
。
ヨ
一代
集
之
間
事
」
の
注
解
は
本
文
を
問
題

に
す
る
比
率
が
高
く
、
本
来
的
に
本
文
上
の
問
題
を
注
記
す
る
意
図
の
も

と
に
著
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（８
）
以
下
、
「奥
義
抄
』
の
引
用
は
慶
安
五
年
版
本
に
よ
る
。

（９
）
定
家
は

「奥
義
抄
」
を
充
分
に
検
討

・活
用
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
「顕

注
密
勘
」
に
も
、
「顕
注
」
η
古
今
秘
注
抄
し

に

『奥
義
抄
」
を
付
き
合

わ
せ
て
検
討
し
た
ら
し
い
跡
が
残
り
（師
番
歌
［密
勘
］
「清
水
の
事
、
奥

義
抄
如
此
…
…
」
等
。
ま
た
、
随
所
に

「奥
」
「奥
義
」
等
の
小
書
が
書

き
入
れ
ら
れ
て
い
る
）
、
「天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
”
平
安
時
代
歌

論
集
』
（八
木
書
店

昭
５２
・
５
）
所
収
の
天
理
図
書
館
蔵

『奥
義
抄
」
（存

下
巻
余
）
は
定
家
自
筆
と
言
わ
れ
る

（「冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
“
中
世
歌
学

集
書
目
集
』
（朝
日
新
聞
社

平
７
・
４
）
所
収
の
冷
泉
家
蔵
書
目
録
の
う

ち

「家
伝
書
籍
古
目
録
少
々

（甲
と

に

「京
極
殿
　
奥
義
抄
余
　
一
″

（帖
ご

と
あ
る
も
の
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
）
。

ま
た
、
深
津
睦
夫
氏

「僻
案
抄
に
つ
い
て
―
注
釈
過
程
に
お
け
る
定
家

の
意
識
を
め
ぐ

っ
て
―
」
（皇
學
館
論
叢
２
１
４
平
３

・
８
）
、
東
野
泰

子
氏

「定
家
歌
学
と
六
条
家
説
―

「僻
案
抄
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（文
学
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史
研
究
３３
平
４

・
１２
）
に
は
、
定
家
歌
学
の
形
成
に
お
い
て

『奥
義
抄
』

の
果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
が
説
か
れ
る
。

な
お
、
川
上
新

一
郎
氏

「奥
義
抄
伝
本
考
員
斯
道
文
庫
論
集
Ｚ
平
２
・

３
）
に
よ
り
、
ヨ
一代
集
之
間
事
』
著
述
に
あ
た
り
定
家
の
使
用
し
た

「奥

義
抄
』
は
現
行
の
ど
の
伝
本
と
も

一
致
を
見
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。

（
Ю
）
注

（５
）
に
記
し
た
杉
谷
氏
著
書
第

一
章

「汎
清
輔
本
系
統
」
参
照
。

（
Ｈ
）
野
口
元
大
氏
前
掲
論
文
。

（
‐２
）
前
稿
に
私
に
類
別
を
試
み
た
第
　
類

ａ
ｌ
～
４
の
伝
本
は

「拾
遺
集
』
注

を
欠
き
、
「後
撰
集
』
注
の
み
で
伝
存
す
る
た
め
、
「後
撰
集
』
注
の
み
が

元
来
の
形
で
あ
り
、
伝
来
の
過
程
で

『拾
遺
集
』
注
と
合
冊
さ
れ
た
と
考

え
れ
ば
同
部
分
を
巻
末
識
語
と
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、第
　
類

ａ
ｌ
～
４
に
も
他
本
と
同
様
に
本
文
中
に
は
朱
書
勘
注
が
加
筆
さ
れ
て
お

り
、
加
筆
を
伝
え
る
識
語
は

『拾
遺
集
』
注
巻
尾
に
記
さ
れ
る
た
め
、
第

類

ａ
ｌ
～
４
も
本
来

『拾
遺
集
』
注
と

一
具
で
あ
っ
た
も
の
が
伝
来
の

過
程
で
失
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本

（鷹

・
“
）
に
よ
り
、
私
に
句
点
を
補
っ
た
。

注

（Ю
）
に
同
じ
。

ま
た
、
上
野
順
子
氏

「『僻
案
抄
』
政
―
御
子
左
家

「家
説
」
の
改
変
―
」

（国
文
学
研
究
１２‐
平
９

・
３
）
で
は
、
「僻
案
抄
』
に
積
極
的
に
家
説
を

改
変
し
て
い
こ
う
と
す
る
定
家
の
姿
勢
が
指
摘
さ
れ
る
。

（‐６
）
『顕
注
密
勘
」
に
は
一
旦
著
述
さ
れ
た
後
も
加
筆
が
行
わ
れ
て
い
た
ら
し

い
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
詳
細
は
別
稿
を
用
意
し
た
い
。

（う
ん
の

。
け
い
す
け
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

（
‐３
）

（
‐４
）

（
‐５
）
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